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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
上下に間隔を置き対面して配置された第一プレートと第二プレートを備え、該第一プレー
トに第一花器嵌挿孔を貫設し、第二プレートに第二花器嵌挿孔を貫設し、上記第一花器嵌
挿孔と第二花器嵌挿孔とを平面方向に位置をずらして配置し、第一花器嵌挿孔に嵌挿した
花器の底面を上記第二花器嵌挿孔周域の第二プレート部分で支持し、第二花器嵌挿孔に嵌
挿した花器の底面を上記第一花器嵌挿孔周域の第一プレート部分で支持する構成を有する
ことを特徴とする運搬用花器ホルダー。
【請求項２】
上記第一花器嵌挿孔と第二花器嵌挿孔とは直径が異なることを特徴とする請求項１記載の
運搬用花器ホルダー。
【請求項３】
上記第一プレートと第二プレートの対向する二辺又は四辺を側板で連結し間隔を設定する
構成としたことを特徴とする請求項１記載の運搬用花器ホルダー。
【請求項４】
上記側板は第一プレート（又は第二プレート）に屈撓可能なヒンジを介して一体に連結す
ると共に、第二プレート（又は第一プレート）に留め具を介して係脱可能に連結した構成
を有することを特徴とする請求項３記載の運搬用花器ホルダー。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は生花、造花等を活けた花器の運搬に使用する花器ホルダーに関する。
【背景技術】
【０００２】
　図１に示すように、上板１に同径のカップ嵌挿孔２を複数貫設し、該各カップ嵌挿孔２
に嵌挿したドリンクカップ３の底面を上記上板１と対面配置した底板４で支持する構成の
テイクアウト用のドリンクホルダーが既知である。
【０００３】
　上記上板１に貫設したカップ嵌挿孔２にはその内壁に複数の突片５を打ち抜き形成し、
該突片５をドリンクカップ３の周面で下方へ押し曲げつつカップ嵌挿孔２内に同カップ３
を嵌挿し、突片５でカップ３の胴部周面を遊び無く保持するようにしている。
【０００４】
　上記ドリンクホルダーは同じサイズの汎用のカップ３を保持するテイクアウト用ドリン
クホルダーとして多用されている。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上記ドリンクホルダーは上板にドリンクカップ嵌挿機能を持たせ、底板にカップ荷受け
機能を持たせる構成のものであるが、本発明は対面して配置した二枚のプレート（従来例
の上板と底板に相当する二枚のプレート）の夫々に花器嵌挿機能を持たせると共に、同二
枚のプレートの夫々に一方のプレートに嵌挿された花器の支持機能を持たせ、花卉販売店
、フラワーアレンジメントスクール等から各種サイズの花器をテイクアウトする際に有用
な運搬用花器ホルダーを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明に係る運搬用花器ホルダーは、上下に間隔を置き対面して配置された第一プレー
トと第二プレートを備え、該第一プレートに第一花器嵌挿孔を貫設すると共に、第二プレ
ートに第二花器嵌挿孔を貫設し、上記第一花器嵌挿孔と第二花器嵌挿孔とを平面方向に位
置をずらして配置し、第一プレートを上位に第二プレートを下位にして第一花器嵌挿孔に
花器を嵌挿し、該花器の底面を上記第二花器嵌挿孔周域の第二プレート部分で支持する構
成を有し、又第二プレートを上位に第一プレートを下位にして第二花器嵌挿孔に花器を嵌
挿し、該花器の底面を上記第一花器嵌挿孔周域の第一プレート部分で支持する構成を有す
る。
【０００７】
　適例として、上記第一、第二プレートには相対的に径の異なる花器嵌挿孔を貫設して置
き、テイクアウトする花器の径に応じ、第一プレート又は第二プレートを上位にして（天
地を逆転して）第一花器嵌挿孔又は第二花器嵌挿孔に選択的に上記径の異なる花器を嵌挿
し、第一花器嵌挿孔に嵌挿した花器の底面を下位の第二花器嵌挿孔周域の第二プレート部
分で支持し、又は第二嵌挿孔に嵌挿した花器の底面を上記第一花器嵌挿孔周域の第一プレ
ート部分で支持する構成にする。
【０００８】
　上記第一プレートと第二プレートはその対向する二辺又は四辺を側板で連結し間隔を設
定する。
【０００９】
　上記側板は第二プレート又は第一プレートに屈撓可能なヒンジを介して一体に連結する
と共に第一プレート又は第二プレートに留め具を介して係脱可能に連結し、上記屈撓可能
なヒンジを介して第一、第二プレートを重ね合わせるように扁平に折り畳むことができる
ようにすると共に、上記留め具を解除することにより第一、第二プレートと側板を平面に
展開できるようにする。
【発明の効果】
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【００１０】
　本発明によれば、第一プレートに設けた第一花器嵌挿孔に花器を嵌挿して第二プレート
に支持する使用形態と、運搬用花器ホルダーを反転して第二プレートに設けた第二花器嵌
挿孔に花器を嵌挿して第一プレートに支持する使用形態を採ることができ、対面して配置
した二枚のプレートの各々に花器嵌挿機能を持たせると共に、同二枚のプレートの各々に
一方のプレートに嵌挿された花器の支持機能を持たせることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下本発明を実施するための最良の形態を図２乃至図７に基づき説明する。
【００１２】
　図２乃至図７に示す運搬用花器ホルダーは、上下に間隔を置き対面して配置された方形
の第一プレート６と同第二プレート７を備え、該第一プレート６に円形の第一花器嵌挿孔
８を貫設すると共に、第二プレート７に円形の第二花器嵌挿孔９を貫設し、上記第一花器
嵌挿孔８と第二花器嵌挿孔９とを平面方向に互いに位置をずらして配置し、第一プレート
６を上位に第二プレート７を下位にして第一花器嵌挿孔８に花器１０を嵌挿し、該花器１
０の底面１１を上記第二花器嵌挿孔９周域の第二プレート部分１３で支持する構成を有し
、又第二プレート７を上位に第一プレート６を下位にして第二花器嵌挿孔９に花器１０を
嵌挿し、該花器１０の底面１１を上記第一花器嵌挿孔８周域の第一プレート部分１２で支
持する基本構成を有する。
【００１３】
　図２乃至図４は上記基本構成に基づく具体例を示しており、同図に示すように、上記第
一、第二プレート６，７には相対的に径の異なる花器嵌挿孔８，９を貫設して置く。
【００１４】
　即ち第一プレート６には第二花器嵌挿孔９よりも小径の第一花器嵌挿孔８を単数又は複
数貫設し、第二プレート７には第一花器嵌挿孔８よりも大径の第二花器嵌挿孔９を単数又
は複数貫設する。
【００１５】
　上記第一花器嵌挿孔８と第二花器嵌挿孔９とは互いに平面方向に位置をずらして（芯を
ずらして）配置する。よって図２，図３に示すように、下位の第二プレート７の第二花器
嵌挿孔９周域の第二プレート部分１３で、上位の第一プレート６の上記第一花器嵌挿孔８
に嵌挿した花器１０の底面１１を支持する、花器支持部を構成する。
【００１６】
　又図４に示すように、上記花器嵌挿孔８，９を位置をずらして配置することによって、
下位の第一プレート６の第一花器嵌挿孔８周域の第一プレート部分１２で、上位の第二プ
レート７の第二花器嵌挿孔９に嵌挿した花器１０の底面１１を支持する、花器支持部を構
成する。
【００１７】
　図示の例においては、第一プレート６の左半分に大径の花器嵌挿孔８を、同右半分に小
径の花器嵌挿孔８を貫設し、又第二プレート７の中央部に上記２個の花器嵌挿孔８よりも
更に大径の花器嵌挿孔９を貫設している。
【００１８】
　換言すると、図示の例においては第一プレート６に複数の花器嵌挿孔８（小径と大径の
嵌挿孔）を貫設し、第二プレート７には上記花器嵌挿孔８よりも大径の単数の花器嵌挿孔
９を貫設し、一方の花器嵌挿孔８に嵌挿した花器１０の底面１１を花器嵌挿孔９の一側の
第二プレート部分１３で支持する花器支持部を構成し、他方の花器嵌挿孔８に嵌挿した花
器１０の底面１１を花器嵌挿孔９の他側の第二プレート部分１３で支持する花器支持部を
構成し、逆に花器嵌挿孔９に嵌挿した花器１０の底面１１を２個の花器嵌挿孔８の間の第
一プレート部分１２で支持する花器支持部を構成した例を示している。
【００１９】
　以上の通り、テイクアウトする花器１０の径に応じ、第一プレート６又は第二プレート
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７を上位にして（天地を逆転して）第一花器嵌挿孔８又は第二花器嵌挿孔９に選択的に上
記径の異なる花器１０を嵌挿し、第一花器嵌挿孔８に嵌挿した花器１０の底面１１を下位
の第二花器嵌挿孔９周域の第二プレート部分１３で支持し、又は第二花器嵌挿孔９に嵌挿
した花器１０の底面１１を上記第一花器嵌挿孔８周域の第一プレート部分１２で支持する
構成にする。
【００２０】
　上記第一、第二花器嵌挿孔８，９の内域には孔内周面から中心部に向け多数の割シート
片１８を突設する。各割シート片１８は花器嵌挿孔８，９の内域で互いに分離されて花器
嵌挿孔８，９中心部に集中して花器嵌挿孔８，９を略閉塞し、外周域で互いに連結される
。
【００２１】
　上記各割シート片１８を分離する割は花器嵌挿孔８，９の内周面に達しない長さにし、
即ち花器嵌挿孔８，９と小径の同芯円において終端するように割を入れ、各割シート片１
８の基部に花器嵌挿孔８，９の内周面から環状に張り出す連結部１８ａを形成する。
【００２２】
　具体例として方形のシートを用い、該方形シートの花器嵌挿孔８，９と対応する円形面
域に該円形面域の中心部から放射状に割を入れ、円形面域内に三角形の多数の割シート片
１８を形成し、図３，図４に実線示するように、該方形のシートを方形の第一、第二プレ
ート６，７の内表面に裏張りして上記割シート片１８を花器嵌挿孔８，９の開口面内に配
置し、花器嵌挿孔８，９の内周域に上記連結部１８ａを配置する。
【００２３】
　又は図３，図４に破線で示すように、上記方形のシートを第一、第二プレート６，７の
外表面に表張りし、上記割シート片１８を花器嵌挿孔８，９の開口面内に配置し、花器嵌
挿孔８，９の内周域に上記連結部１８ａを配置する。
【００２４】
　上記割シート片１８の先端（頂部）は花器嵌挿孔８，９の中心部において垂れ下がるが
、該垂れ下がり部を除いた基部側においては花器嵌挿孔８，９の開口面に略水平に延び、
同開口面を略閉塞している。
【００２５】
　上記割シート片１８に代え、曲げ可能な多数の突片を花器嵌挿孔８，９の内周面から孔
径を制限するように突出させることができる。
【００２６】
　花器１０は上記割シート片１８及び突片を内方へ押し込み変形させながら花器嵌挿孔８
，９内に挿入され、花器１０の胴部外周面に加圧当接する。
【００２７】
　図２乃至図４に示すように、上記第一プレート６と第二プレート７はその対向する四辺
を４枚の方形の側板１４で連結し、又は同対向する二辺を２枚の方形の側板１４で連結し
、第一、第二プレート６，７の間隔を保持する。
【００２８】
　上記側板１４は第二プレート７に屈撓可能なヒンジ１６を介して一体に連結すると共に
、第一プレート６に留め具１７を介して係脱可能に連結し、図５に示すように、上記屈撓
可能なヒンジ１６を介して第一、第二プレート６，７を重ね合わせるように扁平に折り畳
むことができるようにすると共に、図６に示すように、上記留め具１７を解除することに
より第一、第二プレート６，７と側板１４を平面に展開できるようにする。
【００２９】
　図示の詳例に従い更に説明すると、前後左右の４枚の側板１４を設ける場合、対向する
２枚の側板１４中の１枚を第一プレート６と第二プレート７の双方に屈撓可能なヒンジ１
６を介して連結し、他の３枚の側板１４は一辺を第一プレート６（又は第二プレート７）
に同ヒンジ１６を介して連結し、他辺を第二プレート７（又は第一プレート６）に留め具
１７を介して係脱可能に連結する。
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【００３０】
　又図示は省略するが、対向する前後２枚の側板１４、又は同左右２枚の側板１４を設け
る場合、一方の側板１４を第一プレート６と第二プレート７の双方に屈撓可能なヒンジ１
６を介して連結し、他方の側板１４は一辺を第一プレート６（又は第二プレート７）にヒ
ンジ１６を介して連結し、他辺を第二プレート７（又は第一プレート６）に留め具１７を
介して係脱可能に連結する。
【００３１】
　上記ヒンジ１６の具体例として、柔軟な細長テープ１６ａの一方の長手辺を第二プレー
ト７又は第一プレート６に縫着等して連結し、同他方の長手辺を第一プレート６又は第二
プレート７に縫着等して連結し、該細長テープ１６ａを屈撓しながら側板１４を伏倒でき
るようにする。
【００３２】
　又上記留め具１７の具体例として、第一プレート６の対向する四辺又は同二辺にタブ１
７ａの一端を係脱不可に連結し、該タブ１７ａの他端と側板１４とを雌雄ホック１７ｂ又
はマジックテープ（登録商標）等の係止手段を介して係脱可に連結し、該雌雄ホック１７
ｂを係脱することにより側板１４を第一プレート６に連結又は連結解除できるようにする
。
【００３３】
　又は第二プレート７の対向する四辺又は同二辺にタブ１７ａの一端を取り付け、該タブ
１７ａの他端と側板１４とに雌雄ホック１７ｂを取り付け、該雌雄ホック１７ｂを係脱す
ることにより側板１４を第二プレート７に連結又は連結解除できるようにする。
【００３４】
　上記タブ１７ａに代表される留め具１７は図示のように、第一プレート６又は第二プレ
ート７の内表面と側板１４の内表面において連結し、係脱可能にする。
【００３５】
　又は図３，図４に破線で示すように、上記とは反対に上記タブ１７ａに代表される留め
具１７を第一プレート６又は第二プレート７の外表面と側板１４の外表面において連結し
、係脱可能にすることができる。
【００３６】
　図５Ａ，Ｂに示すように、４枚の側板１４を設けた場合には、対向する二側板１４の留
め具１７を解除して該側板１４を第一、第二プレート６，７間へ伏倒させつつ、他の対向
する二側板１４を第一、第二プレート６，７の平面方向へ伏倒させて扁平に折り畳むこと
ができる。又対向する２枚の側板１４を設けた場合にも同様に側板１４を伏倒させつつ扁
平に折り畳むことができる。
【００３７】
　又図６に示すように、全ての留め具１７による連結を解除することにより、第一、第二
プレート６，７と側板１４とをヒンジ１６を介して連結しつつ、平面に展開可能な構成と
する。
【００３８】
　上記運搬用花器ホルダーは花器１０を嵌挿した状態で、図７に示すように、直方体形状
に変形可能なバッグ１９の中に収納し、該バッグ１９の開口部に設けた手提げ２０を以っ
て運搬を行う。
【図面の簡単な説明】
【００３９】
【図１】従来のカップホルダーを例示する斜視図。
【図２】Ａは本発明に係る運搬用花器ホルダーの斜視図、Ｂは該花器ホルダーを反転した
状態を示す斜視図。
【図３】図２ＡにおけるＡ－Ａ線断面図。
【図４】図２ＢにおけるＡ－Ａ線断面図。
【図５】Ａは運搬用花器ホルダーを扁平に折り畳んだ状態を図２ＡのＡ－Ａ線断面を以っ
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て示す図、Ｂは同花器ホルダーを扁平に折り畳んだ状態を図２ＡのＢ－Ｂ線断面を以って
示す図。
【図６】運搬用花器ホルダーの展開状態を示す平面図。
【図７】運搬用花器ホルダーをバッグに収納した状態を示す断面図。
【符号の説明】
【００４０】
　６…第一プレート、７…第二プレート、８…第一花器嵌挿孔、９…第二花器嵌装孔、１
０…花器、１１…花器の底面、１２…第一プレート部分、１３…第二プレート部分、１４
…側板、１６…ヒンジ、１６ａ…細長テープ、１７…留め具、１７ａ…タブ、１７ｂ…雌
雄ホック、１８…割シート片、１８ａ…連結部、１９…バッグ、２０…手提げ。

【図１】 【図２】
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【図５】
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【図７】
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